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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視対象の管腔内に挿入される挿入部の先端に、ＬＥＤによる照明手段を有するアダプ
タが脱着自在に設けられた内視鏡装置であって、前記アダプタに、ＬＥＤを前面に取り付
ける取付ベースと、この取付ベースの前後にあって相互に接続される前部側電極端子と後
部側電極端子と、が設けられ、前部側電極端子に前記ＬＥＤが結線されると共に、後部側
電極端子が挿入部本体に対するアダプタの連結時に挿入部本体の電源端子に接続されるも
のにおいて、
　外表面が外部に露出する一対の電極金属と、この電極金属相互を接続する接続線とを埋
設した絶縁性板状部材を設け、この絶縁性板状部材上の一対の電極金属を夫々前記前部側
電極端子と後部側電極端子としたことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記絶縁性板状部材を柔軟性を有する材料で形成したことを特徴とする請求項１に記載
の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記後部側電極端子と取付ベースの間に、後部側電極端子の背部を支持する弾性体を設
けたことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　絶縁性板状部材上の後部側電極端子の配置部分は、前記挿入部本体の電源端子に接続す
る側に向けて弾性変形可能に突状に隆起したことを特徴とする請求項１～３のいずれかに



(2) JP 4519494 B2 2010.8.4

10

20

30

40

50

記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記絶縁性板状部材にＬＥＤ周辺部の温度を検出する温度センサを設けたことを特徴と
する請求項１～４のいずれかに記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、内視対象の管腔内に挿入される挿入部にＬＥＤによる照明手段が配置され
た内視鏡装置に関し、とりわけ、前記ＬＥＤによる照明手段が、挿入部本体の先端部に脱
着自在に取り付けられるアダプタに配置された内視鏡装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　工業用や医療用として使用される内視鏡装置は、管腔内に挿入される挿入部の先端側に
、観察若しくは撮像のための光学系が設けられると共に、管腔内の内視対象の周辺を照ら
し出すための照明手段が設けられている。この照明手段としては、外部の光源の光を光フ
ァィバーを介して対象物に照射するものが多く用いられているが、近年、発光ダイオード
（本明細書においては「ＬＥＤ」と呼ぶものとする。）を挿入部に直接取付け、そのＬＥ
Ｄの光によって内視対象の周辺を照射するものが開発されている（例えば、特許文献１，
２参照。）。
【０００３】
　特許文献１に記載の内視鏡装置は、複数のＬＥＤのパッケージチップ（ＬＥＤベアチッ
プを電極や蛍光体層、封止層等と共にパッケージ化したもの。）がアダプタの取付ベース
部に一体に取り付けられ、そのアダプタが挿入部本体の先端部に脱着可能に取り付けられ
ている。アダプタの後端部と挿入部本体の先端部には相互に嵌合可能なコネクタが設けら
れており、そのコネクタ相互の接続によって、装置本体の電源ユニットからＬＥＤに電流
を供給するようになっている。各ＬＥＤのパッケージチップは、取付ベース部の前面側に
取り付けられ、取付ベース部を軸方向に貫通する配線の一端部にはんだ付け固定されてい
る。そして、配線の他端部はコネクタの対応部位に同様にはんだ付け固定されている。
【０００４】
　しかし、この内視鏡装置の場合、ＬＥＤのパッケージチップ毎に配線にはんだ付け固定
しなければならないため、組立作業性が悪く、特に、ＬＥＤのパッケージチップの実装数
が多いときには組立が困難になる。
【０００５】
　そこで、従来、特許文献２に記載されるような内視鏡装置が案出されている。
　この内視鏡装置は、ガラスエポキシ等から成る絶縁性の取付ベースに配線がプリントさ
れ、その取付ベース上のプリント配線にＬＥＤのパッケージチップが接続固定されると共
に、プリント配線上の電極部（前部側電極端子）が取付ベースの後部側の電極部（後部側
電極端子）に配線によって接続されている。この内視鏡装置の場合、予めＬＥＤのパッケ
ージチップを別の場所ではんだ付けしておけば、組付時にプリント配線上の電極部と取付
ベースの後部側の電極部を少ない本数の配線によって接続することができる。尚、取付ベ
ースの前後の電極部（電極端子）は取付ベースを貫通する配線の一端部と他端部に夫々は
んだ付けによって接続されている。また、取付ベースの後部側の電極部は、アダプタを挿
入部本体に取り付けるときに挿入部本体側の電源端子に接触接続される。
【特許文献１】特開平１０－２１６０８５号公報
【特許文献２】特開２００２－５６２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、この従来の内視鏡装置の場合、取付ベースの前後で配線のはんだ接続を行なう
ようにしているため、配線の接続作業が煩雑であり、生産効率が悪いことが問題となって
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いる。そして、このような煩雑な配線接続作業はアダプタを小型化するうえで大きな支障
となる。
【０００７】
　そこでこの発明は、取付ベースの前面側に取り付けられるＬＥＤから取付ベースの後部
側の電極端子にかけて容易に配線を行なえるようにして、生産効率の向上とアダプタの小
型化を可能とする内視鏡装置を提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、この発明は、内視対象の管腔内に挿入される挿入部の先端
に、ＬＥＤによる照明手段を有するアダプタが脱着自在に設けられた内視鏡装置であって
、前記アダプタに、ＬＥＤを前面に取り付ける取付ベースと、この取付ベースの前後にあ
って相互に接続される前部側電極端子と後部側電極端子と、が設けられ、前部側電極端子
に前記ＬＥＤが結線されると共に、後部側電極端子が挿入部本体に対するアダプタの連結
時に挿入部本体の電源端子に接続されるものにおいて、外表面が外部に露出する一対の電
極金属と、この電極金属相互を接続する接続線とを埋設した絶縁性板状部材を設け、この
絶縁性板状部材上の一対の電極金属を夫々前記前部側電極端子と後部側電極端子とするよ
うにした。
【０００９】
　この発明の場合、絶縁性板状部材を取付ベースに接着等によって取り付ければ、相互に
接続された一対の電極端子を取付ベースの前後に容易に配置することが可能となる。
【００１０】
　前記絶縁性板状部材は柔軟性を有する材料で形成することが好ましく、このようにした
場合には、絶縁性板状部材を組み付けるときに取付部位の形状等に応じて絶縁性板状部材
を柔軟に変形させることが可能になる。
【００１１】
　また、前記後部側電極端子と取付ベースの間には、後部側電極端子の背部を支持する弾
性体を設けるようにしても良い。このようにした場合、アダプタを挿入部本体に取り付け
るときに、挿入部本体側の電源端子が後部側電極端子方向に圧接されると、絶縁性板状部
材の変形と共に後部側電極端子の背部を支持する弾性体が変形する。これにより、部材の
破損や劣化を招くことなく、挿入部本体の電源端子と後部側電極端子とを確実に接続する
ことが可能となる。
【００１２】
　また、絶縁性板状部材上の後部側電極端子の配置部分は、挿入部本体の電源端子に接続
する側に向けて弾性変形可能に突状に隆起したようにしても良い。このようにした場合、
アダプタを挿入部本体に取り付けるときに、挿入部本体側の電源端子が後部側電極端子に
圧接されると、隆起した後部側電極端子部分が柔軟に弾性変形するようになり、その結果
、部材の破損や劣化を招くことなく、挿入部本体の電源端子と後部側電極端子とを確実に
接続することが可能となる。
【００１３】
　さらに、前記絶縁性板状部材には、ＬＥＤ周辺部の温度を検出する温度センサを設ける
ようにしても良い。このようにした場合、絶縁性板状部材に容易にセンサ配線を内蔵させ
ることができ、しかも、温度センサはＬＥＤに近接した位置に配置することが可能になる
。
【発明の効果】
【００１４】
　この発明は、絶縁性板状部材を取付ベースに接着等によって取り付けることによって相
互に接続された一対の電極端子を取付ベースの前後に容易に設けることできるため、アダ
プタの組立作業効率の向上と小型化を実現することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
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　次に、この発明の各実施形態を図面に基づいて説明する。尚、各実施形態については、
同一部分に同一符号を付し、重複する部分については説明を省略するものとする。
【００１６】
　最初に、図１～図６に示す第１の実施形態について説明する。
　図２は、この発明にかかる内視鏡装置全体の概略構成を示すものである。同図に示すよ
うに、この内視鏡装置は、長尺な軟性管１の先端側にレンズアダプタ２（この発明におけ
るアダプタ。）が接続されて成る挿入部３と、この挿入部３が巻き取られる巻取りドラム
４と、この巻取りドラム４の巻取り部を回転自在に収納保持する装置フレーム５と、を備
えている。尚、図２中、６は、持ち運び時に装置フレーム５を巻取りドラム４と共に収納
する収納ケースであり、７は、交換用のレンズアダプタ２Ａを収納するためのアダプタ収
納ボックスである。
【００１７】
　この内視鏡装置は、挿入部３に撮像手段としてのＣＣＤ（図示せず。）が設けられ、そ
のＣＣＤで捕えた画像信号を、軟性管１の内部の信号線を通して前記巻取りドラム４に設
置された信号処理回路（図示せず。）に出力するようになっている。そして、信号処理回
路で処理された画像信号は、巻取りドラム４の側部の非回転部等に設置された液晶パネル
等の画像表示手段（図示せず。）に映像として映し出されるようになっている。尚、巻取
りドラム４には、前記信号処理回路の他、バッテリ電源に接続された主電源回路（図示せ
ず。）や、挿入部３の先端側を任意の方向に湾曲操作するための操作アクチュエータ（図
示せず。）等が内蔵されている。
【００１８】
　管腔に挿入される挿入部３は、前述のように軟性管１の先端側にレンズアダプタ２が設
けられているが、さらに詳しくは、軟性管１の先端側には前記操作アクチュエータによっ
て操作される湾曲部８が設けられ、この湾曲部８の先端側に設けられた連結プラグ９にレ
ンズアダプタ２が脱着可能に接続されている。尚、この実施形態においては、軟性管１、
湾曲部８、連結プラグ９等によって挿入部本体が構成されている。前記連結プラグ９は、
金属等の硬質材料から成り、その先端面には、前述したＣＣＤが設けられると共に、図１
に示すように一対の電源端子１０Ａ，１０Ｂが前方に突出して設けられている。この電源
端子１０Ａ，１０Ｂは、軟性管１（図２参照。）内のリード線（図示せず。）を通して巻
取りドラム４内の主電源回路に接続されている。
【００１９】
　図１に示すレンズアダプタ２は所謂直視型のものであり、内視対象物に対峙しその像を
連結プラグ９のＣＣＤ上に結ぶ対物レンズ群１１が軸方向に沿って直列に配置されている
。対物レンズ群１１は、円筒状のレンズホルダ１２に収容され、後述するＬＥＤ照明ユニ
ット１３と共に円筒状のアダプタハウジング１４内に収容されている。
【００２０】
　ＬＥＤ照明ユニット１３は、図１、及び、図３～図５に示すようにアルミニウム等の熱
伝導性の良い金属材料によって形成された取付ベース１５と、この取付ベース１５の後部
面に重合されるゴム弾性体１６と、両端部に夫々一対の電極金属ａ，ｂが埋設された二つ
の絶縁性板状部材１７と、取付ベース１５の前面に接着固定される複数のＬＥＤベアチッ
プ１８（この発明におけるＬＥＤ。）と、を備えている。
【００２１】
　取付ベース１５とゴム弾性体１６はともに同外径の孔あき円板状に形成され、それらの
外周面がアダプタハウジング１４の内周に嵌合装着される一方で、内周面がレンズホルダ
１２の外周面に嵌合固定されるようになっている。そして、取付ベース１５とゴム弾性体
１６の各内周面の対向位置には配線案内溝１９，２０が夫々軸方向に沿って形成されてい
る。
【００２２】
　絶縁性板状部材１７は、柔軟性を有する絶縁材料から成る基材に一対の電極金属ａ，ｂ
と、これらの電極金属ａ，ｂ相互を接続する接続線ｃ（図３参照。）が埋設されて成り、
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各電極金属ａ，ｂが基材の一面側に露出してその露出面が夫々電極面を成すようになって
いる。また、絶縁性板状部材１７は、図３に示すように全体がほぼ帯状に形成され、その
一端側が若干幅の広い舌片状に形成されると共に、他端側が略円弧状に広がって形成され
ており、これらの各端部に前記電極金属ａ，ｂが埋設されている。
【００２３】
　そして、各絶縁性板状部材１７の中央部は取付ベース１５とゴム弾性体１６の各配線案
内溝１９，２０内に嵌合装着され、このとき舌片状に形成された一端部は取付ベース１５
の前面側で折り曲げられ、前方に露出した電極金属ａが前部側電極端子２１とされる。ま
た、同様に略円弧状に形成された各絶縁性板状部材１７の他端部はゴム弾性体１６の後面
側（取付ベース１５の後部側）で折り曲げられ、このとき後方に露出した電極金属ｂが後
部側電極端子２２とされる。尚、後部側電極端子２２となる電極金属ｂは円周方向に充分
な長さを持つ円弧形状に形成されている。また、各絶縁性板状部材１７の他端部は孔あき
円板状の支持プレート２３に接合され、この支持プレート２３を介してゴム弾性体１６に
接触している。また、各絶縁性板状部材１７は接着等の適宜手段によって取付ベース１５
に固定される。
【００２４】
　一方、ＬＥＤベアチップ１８は取付ベース１５の前面に円周方向に沿って複数配置され
、取付ベース１５の前面側に配置された前部側電極端子２１にワイヤボンディングによっ
て結線されている。この実施形態の場合、ＬＥＤベアチップ１８は青色ＬＥＤ、若しくは
、紫色ＬＥＤが用いられており、その前面側には白色光を得るために前述のワイヤボンデ
ィングの後に、例えばＹＡＧ（イットリウム・アルミニウム・ガーネット）系の蛍光体が
塗布されている。
【００２５】
　また、前述のようにしてＬＥＤベアチップ１８と前部側電極端子２１を取り付けた取付
ベース１５の前面側には、図１に示すように透明なガラス若しくは樹脂によって形成され
た孔あき円板状の封止板２４が取り付けられている。
【００２６】
　以上のように構成されたＬＥＤ照明ユニット１３は、図１に示すようにアダプタハウジ
ング１４の前縁の内向きフランジ２５とストッパリング２６によって前後で挟み込まれ、
その状態でアダプタハウジング１４内に固定されている。ストッパリング２６は、ＬＥＤ
照明ユニット１３をアダプタハウジング１４に挿入した後に同ハウジング１４の後端部に
固着されるが、このストッパリング２６の後端部には段差部２７ａを有する接続壁２７が
延設されている。この接続壁２７には、円筒状の接続リング２８が摺動及び回動自在に外
嵌されており、この接続リング２８の一端部には、接続壁２７の段差部２７ａに当接可能
な内向きのストッパフランジ２９が一体に形成されている。また、接続リング２８の内周
面には、第１の雌ねじ３０と第２の雌ねじ３１が軸方向に所定距離離間して設けられてい
る。
【００２７】
　一方、連結プラグ９の外周面には固定用の雄ねじ３２が設けられ、この雄ねじ３２に対
して接続リング２８の第１の雌ねじ３０と第２の雌ねじ３１を順次螺合することにより、
レンズアダプタ２を連結プラグ９に連結し得るようになっている。即ち、連結プラグ９の
電源端子１０Ａ，１０Ｂの前面側に円環状の導電ゴム３３を配置した状態においてレンズ
アダプタ２の接続リング２８を連結プラグ９の前端部に嵌合し、その状態のまま接続リン
グ２８を所定方向に回転させると、接続リング２８の軸方向変位がストッパフランジ２９
と接続壁２７の段差部２７ａとの当接によって規制される。この状態からさらに接続リン
グ２８を回転させると、連結プラグ９の雄ねじ３２が第１の雌ねじ３０、さらに、第２の
雌ねじ３１に順次締め込まれてゆき、その結果、連結プラグ９の前端部にレンズアダプタ
２が結合される。そして、このとき連結プラグ９の前端面から突出した電源端子１０Ａ，
１０Ｂは導電ゴム３３を押圧した状態で同ゴム３３に当接し、この導電ゴム３３を通して
レンズアダプタ２の後部側電極端子２２に電気時に接続される。尚、第１の雌ねじ３０は
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、連結プラグ９の雄ねじ３２が第２の雌ねじ３１に締め込まれた後には雄ねじ３２との螺
合が外れるが、この第１の雌ねじ３０は、雄ねじ３２と第２の雌ねじ３１の螺合が万が一
緩んだときに脱落防止用のストッパとして機能する。
【００２８】
　また、導電ゴム３３は、図６に示すように、シリコンゴム等の絶縁性のゴム素材にニッ
ケル粒子や金メッキを施した金属粒子などの導電部材ｄをドット状に埋設したものであり
、通常、ドットタイプの異方導電性ゴム等と呼ばれているものである。この導電ゴム３３
は前記のような構成であるため、弾性体であるゴム素材を厚さ方向に押圧すると、その圧
縮変形によって高密度化した導電部材ｄ，ｄ間の導電性が増し、それによって厚み方向の
通電が許容されるようになる。しかし、このときゴム素材が絶縁部材であることから、ゴ
ム素材の厚み方向以外の方向（例えば、周方向。）については絶縁状態が維持される。
【００２９】
　尚、図１に示すようにレンズアダプタ２側の接続壁２７の内周面と、連結プラグ９の外
周面には、夫々位置決め突起３４と受け溝３５が設けられており、レンズアダプタ２と連
結プラグ９を接続する場合に、位置決め突起３４と受け溝３５を係合することによって両
者の回転位置を正確に合致させられるようになっている。
【００３０】
　この実施形態の内視鏡装置は、以上構成を説明したように、外表面が外部に露出する一
対の電極金属ａ，ｂとその電極金属ａ，ｂ相互を接続する接続線ｃとを埋設した絶縁性板
状部材１７を用いることにより、相互に接続された前部側電極端子２１と後部側電極端子
２２を取付ベース１５の前後に配設したため、組付時に、取付ベースの前後の電極端子に
配線の両端部をはんだ接続していた従来のものに比較し、電極の設置と電極相互の配線が
極めて容易になり、装置の組立作業効率が大幅に向上する。したがって、この内視鏡装置
の場合、挿入部３（レンズアダプタ２）を小型化するうえで非常に有利となる。
【００３１】
　また、この実施形態の内視鏡装置は、絶縁性板状部材１７を軟質材料によって形成して
いるため、絶縁性板状部材１７を前部側電極端子２１の近傍と後部側電極端子２２の近傍
で容易に折り曲げることができるうえ、絶縁性板状部材１７を柔軟に変形させてＬＥＤ照
明ユニット１３内の限られた設置スペース内に容易に収容することができる。したがって
、この装置では、このことも組立作業効率の向上に寄与している。ただし、絶縁性板状部
材１７は必ずしも軟質材料で形成しなければならないものではなく、硬質材料で形成して
前後の電極端子２１，２２の近傍を折り曲げるようにしても良い。
【００３２】
　さらに、この内視鏡装置は、後部側電極端子２２と取付ベース１５の間にゴム弾性体１
６を介装し、後部側電極端子２２の背部をゴム弾性体１６で支持するようにしているため
、レンズアダプタ２と連結プラグ９の連結時に導電ゴム３３が後部側電極端子２２に圧接
されたときに、ゴム弾性体１６が絶縁性板状部材１７と共に柔軟に変形し、それにより、
構成部材の損傷や劣化を招く電源端子１０Ａ，１０Ｂと後部側電極端子２２を確実に接続
することができる。尚、この実施形態のように後部側電極端子２２と取付ベース１５の間
にゴム弾性体１６を介在させる場合には、導電ゴム３３を省略することも可能である。
【００３３】
　また、以上では、取付ベース１５をアダプタハウジング１４と別体に形成した実施形態
について説明したが、図７に示す第２の実施形態のように取付ベース１５をアダプタハウ
ジング１１４と一体に形成するようにしても良い。さらに、電極金属ａ，ｂと接続線ｃを
埋設する絶縁性板状部材１７には、図８に示す第３の実施形態のように、ＬＥＤの周辺の
温度を検出するための温度センサ４０を一体に設けるようにしても良い。このようにした
場合、絶縁性板状部材１７には電極金属ａ，ｂや接続線ｃを埋設するときにセンサ４０の
配線を容易に追加することができるため、低コストでの製造が可能であり、しかも、ＬＥ
Ｄの近傍への設置も容易となる。
【００３４】
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　つづいて、図９～図１１に示す第４の実施形態について説明する。
　この実施形態の内視鏡装置は、装置の基本的構成は第１の実施形態のものとほぼ同様で
あるが、アダプタハウジング１４内に収容されるＬＥＤ照明ユニット２１３の構成部品の
形状が若干異なっている。
【００３５】
　即ち、取付ベース２１５とゴム弾性体２１６は、第１の実施形態と同様に孔あき円板状
に形成されているが、配線案内溝２１９，２２０はそれらの内周面側ではなく外周面側に
形成されており、また、第１の実施形態では同形状のものが二つ設けられていた絶縁性板
状部材１７（この実施形態では符号２１７で示す。）が一つになっている。絶縁性板状部
材２１７は、ゴム弾性体２１６の後部面に重合される孔あき円板状の基板部２１７ａの外
周縁に軸方向に沿って延出する一対の帯状の延出部２１７ｂ，２１７ｃが形成され、これ
らの延出部２１７ｂ，２１７ｃの各先端部が径方向内側に折り曲げら、この折り曲げられ
た各先端部前面に電極金属ａが埋設されると共に、基板部２１７ａの後部面に延出部２１
７ｂ，２１７ｃ先端の各電極金属ａに対応する電極金属ｂが埋設されている。尚、対応す
る電極金属ａ，ｂ相互は延出部２１７ｂ，２１７ｃに埋設された接続線ｃによって接続さ
れており、各延出部２１７ｂ，２１７ｃ先端の金属電極ａが前部側電極端子２２１とされ
ると共に、基板部２１７ａの金属電極ｂが後部側電極端子２２２とされている。
【００３６】
　この実施形態の内視鏡装置は、基本的に第１の実施形態と同様の作用効果を得ることが
できるが、一つの絶縁性板状部材２１７に二組の電極端子の対（前部側電極端子２２１と
後部側電極端子２２２）を一体に設けるようにしているため、第１の実施形態に比較して
部品点数が少なくなり、その分、組付作業がさらに容易になる。また、この実施形態の装
置は、取付ベース２１５とゴム弾性体２１６の外周側に配線案内溝２１９，２２０を形成
し、その配線案内溝２１９，２２０内に絶縁性板状部材２１７の延出部２１７ｂ，２１７
ｃを配置するようにしているため、第１の実施形態のものに比較して、配線案内溝２１９
，２２０自体の加工が容易になるうえ、絶縁性板状部材２１７の取付けも容易になるとい
う利点がある。
【００３７】
　また、この実施形態では、絶縁性板状部材２１７の基板部２１７ａを偏平に形成したが
、図１２に示す第５の実施形態のように絶縁性板状部材２１７上の後部側電極端子２２２
部分を突状に隆起させることによって、後部側電極端子２２２部分に軸方向の弾性変形代
を持たせるようにしても良い。さらに、図１３に示す第６の実施形態のように絶縁性板状
部材２１７の後部側面に第３の実施形態と同様の温度センサ４０を一体に設けるようにし
ても良い。
【００３８】
　次に、図１４～図１６に示す第７の実施形態について説明する。
　この実施形態は、連結プラグ３０９の電源電極３１０Ａ，３１０Ｂの構造を改良したも
のであり、レンズアダプタの構造は上記のいずれかの実施形態と同様となっている。連結
プラグ３０９の電源電極３１０Ａ，３１０Ｂは軟質材料から成る絶縁性板状部材５０に埋
設され、その絶縁性板状部材５０が連結プラグ３０９の前端部に設けられた取付孔５１に
嵌着固定されている。絶縁性板状部材５０は帯状に形成され、その一端側に前記電源電極
３１０Ａ，３１０Ｂが埋設される一方で他端側に接続端子５２が埋設されており、電源電
極３１０Ａ，３１０Ｂと接続端子５２はさらに絶縁性板状部材５０に埋設された接続線（
図示せず。）によって接続されている。
【００３９】
　また、絶縁性板状部材５０の一端部は取付孔５１から前方に突出し、電源電極３１０Ａ
，３１０Ｂが配置された部分が連結プラグ３０９の径方向内側方向に屈曲している。そし
て、絶縁性板状部材５０の他端側の接続端子５２は、軟性管内に設けられたリード線５３
に接続されている。
【００４０】
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　この実施形態の場合、連結プラグ３０９の前端部から突出した絶縁性板状部材５０の屈
曲部に電源電極３１０Ａ，３１０Ｂを埋設しているため、電源電極３１０Ａ，３１０Ｂの
設置が容易になると共に、電源電極３１０Ａ，３１０Ｂをレンズアダプタ側の電極に接続
するときに、絶縁性板状部材５０の弾性による緩衝効果が得られるという利点がある。
【００４１】
　以上の実施形態では、絶縁性板状部材５０の先端の屈曲部５０ａを連結プラグ３０９の
径方向内側方向に沿わせて配置したが、図１７に示すように絶縁性板状部材５０の先端の
屈曲部５０ａを円周方向に沿わせて配置するようにしても良い。このようにした場合、前
方側に露出する電源電極３１０Ａ，３１０Ｂを円弧状に形成して、電源電極を円周方向に
充分に長くすることができる。
【００４２】
　さらに、このように絶縁性板状部材５０の先端の屈曲部５０ａを円周方向に沿わせて配
置した場合には、屈曲部５０ａの円周方向長さを充分に長く確保することができるため、
図１８に示すようにその屈曲部５０ａの上面に複数種の電源電極３１０ａ，３１０ｂ，３
１０ｃを配置することもできる。このように複数種の電源電極３１０ａ，３１０ｂ，３１
０ｃを配置するようにした場合には、例えば、用途に合わせて電圧の異なる電源を使い分
けることができる。また、レンズアダプタの種類に応じて後部側電極端子の位置が異なる
ように設定しておけば、レンズアダプタの交換時に、巻取ドラム側に配置されたコントロ
ーラ等にそのアダプタの種類を認識させることも可能である。さらに、絶縁性板状部材５
０の先端の屈曲部５０ａを円周方向に沿わせて円弧状に配置する場合には、図１９に示す
屈曲部５０ａ上に電源電極３１０Ａと並べて温度センサ４０を配置することも可能である
。
【００４３】
　また、図２０～図２２は、この発明の第８の実施形態を示すものであり、この実施形態
の内視鏡装置は、この発明にかかる基本構造を側視型のレンズアダプタ４０２に適用した
ものである。この装置は、アダプタハウジング４１４の先端部側面に段差面６０が設けら
れ、この段差面６０に撮像用の窓６１とＬＥＤ照明ユニット４１３が並列に配置されてい
る。
【００４４】
　この実施形態の場合、ＬＥＤ照明ユニット４１３は、上述した他の実施形態と同様に前
面に複数のＬＥＤベアチップ１８が取り付けられた取付ベース４１５と、取付ベース４１
５の後面側に重合されるゴム弾性体４１６と、電極金属ａ，ｂとその電極金属ａ，ｂ相互
を接続する接続線ｃが埋設された一対の絶縁性板状部材４１７と、を備え、取付ベース４
１５とゴム弾性体４１６は略方形状に形成されている。そして、各絶縁性板状部材４１７
は、図２２に示すように帯状に形成されており、取付ベース４１５とゴム弾性体４１６の
両側部に形成された配線案内溝４１９，４２０に沿って配置され、さらにゴム弾性体４１
６の後方側において向きを変えてアダプタハウジング４１４の基端の支持壁６２に係止さ
れている。この実施形態の場合も、各絶縁性板状部材４１７の一端側の電極金属ａがＬＥ
Ｄベアチップ１８に結線される前部側電極端子４２１とされ、支持壁６２部分に配置され
る他端側の電極金属ｂが連結アダプタ側の電源部に接触接続される後部側電極端子４２２
とされている。
【００４５】
　この実施形態の装置は、図９～図１１に示す第４の実施形態のものとは形状こそ異なる
が、ほぼ同様の作用効果を得ることができる。
【００４６】
　尚、この発明の実施形態は以上で説明したものに限るものでなく、例えば、上述の各実
施形態は、ＣＣＤによって撮影された映像を液晶パネル等の画像表示手段に映し出すタイ
プの内視鏡装置について説明したが、対物レンズ群で捕えた像を光ファィバー等のイメー
ジガイドを通して接眼レンズから観察者が直接覗くタイプの内視鏡装置であっても良い。
【図面の簡単な説明】
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【図１】この発明の第１の実施形態を示す要部の縦断面図。
【図２】同実施形態の内視鏡装置の全体概略構成を示す分解斜視図（Ａ）と、組立後の斜
視図（Ｂ）を併せた図。
【図３】同実施形態の要部の分解斜視図。
【図４】同実施形態の要部の前方側からの斜視図。
【図５】同実施形態の要部の後方側からの斜視図。
【図６】同実施形態の導電ゴムの斜視図。
【図７】この発明の第２の実施形態を示す要部の分解斜視図。
【図８】この発明の第３の実施形態を示す絶縁性板状部材の斜視図。
【図９】この発明の第４の実施形態を示す要部の縦断面図。
【図１０】同実施形態を示す要部の分解斜視図。
【図１１】同実施形態を示す要部の斜視図。
【図１２】この発明の第５の実施形態を示す絶縁性板状部材の斜視図。
【図１３】この発明の第６の実施形態を示す絶縁性板状部材の斜視図。
【図１４】この発明の第７の実施形態を示す斜視図。
【図１５】同実施形態を示す縦断面図。
【図１６】同実施形態を示す平面図。
【図１７】同実施形態の変形例を示す斜視図。
【図１８】同実施形態の別の変形例を示す斜視図。
【図１９】同実施形態のさらに別の変形例を示す斜視図。
【図２０】この発明の第８の実施形態を示す斜視図。
【図２１】同実施形態を示す縦断面図。
【図２２】同実施形態を示す要部の斜視図。
【符号の説明】
【００４８】
　１　軟性管（挿入部本体）
　２　レンズアダプタ（アダプタ）
　３　挿入部
　８　湾曲部（挿入部本体）
　９　連結プラグ（挿入部本体）
１０Ａ，１０Ｂ　電源端子
　１５　取付ベース
　１７　絶縁性板状部材
　１８　ＬＥＤベアチップ（ＬＥＤ）
　２１　前部側電極端子
　２２　後部側電極端子
　ａ，ｂ　電極金属
　ｃ　接続線
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